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プラズマ処理水（PTW: plasma-treated water）を用いた殺菌技術の研究を進めている。PTWの特

徴として、高い殺菌力を持ちつつも、殺菌活性の半減期は室温で数分程度と、残留性が低いこと

が挙げられる。これまでの研究で、PTWの有効成分が過硝酸（PNA: peroxynitric acid）であるこ

とが明らかになった[1,2]。PNA は化学合成により安定・大量生成できることから化学合成液を供

試した。本研究では農業分野への応用としてスプラウト食品の殺菌に着目した。スプラウトとは

野菜種子を発芽させた生芽であり、主に生食がなされるため微生物食中毒事案が発生しており新

しい殺菌技術の開発が望まれている。生鮮食品の殺菌で用いられるオゾンや次亜塩素酸は臭気や

トリハロメタンの生成が懸念される事に加え、スプラウトでは殺菌力が限定的とされている。こ

れまで市販のカイワレ大根スプラウトの殺菌効果を検証してきたが、生菌数の減少は限定的であ

った[3]。原因の一つとして、組織表面の細胞境界部や気孔周囲など、殺菌液が届きにくい部位に

繁殖した生菌が残存している可能性が考えられた。今回は発芽前の種子の段階で殺菌処理し付着

菌を減らすことで生育後のスプラウトの生菌数の低減を目的としている。 

PTWと同濃度のPNA溶液を化学合成したも

のを用いてブロッコリー種子の殺菌処理を行

い、比較として滅菌水と次亜塩素酸 Na

（2400ppm）を用いた。合成 PTW は高い殺菌

効果を示し、1分の処理でほぼ検出限界（約 10 

CFU/g）まで生菌数が減少した（図 1）。種子の

発芽率に与える影響を調べたが、未処理が 89%

に対し、合成 PTW処理では発芽率 86%と有意

な差はなく、殺菌処理による影響は小さいと考

えられる。今後、殺菌処理した種子を栽培し、生育後のスプラウトの生菌数を調べる予定である。 

種子の段階で殺菌する利点として、PNAは室温で速やかに失活することもあり、比較的高濃度

の薬液を用いても収穫段階での薬液残留リスクを低減できると考えられる。特に化学合成法は低

コスト化が可能であるため、今後の研究展開が期待できる。 
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図１ ブロッコリー種子の殺菌実験結果 
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